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研究成果の概要：ラディッシュにおいては、播種後2週間までは化成区の生育が良く、3週間目より生育の増加が
みられなかった。また、収穫量については、残飯投入量は400ｇ＞600g＞800ｇの順に、肥料投入量は1:5＞1:2＞
1:1の順に高い値を示した。特に、週400g1:5のコンポスト区は3週間目からの生育が著しく高く、収量が化成区
に比べ5倍ほど大きかった。
 マリーゴールドにおいては、草丈は化成区とコンポスト区には違いが少なかったが、花数には違いがあり、コ
ンポスト400g1:5区、600g1:5区、600g1:2区は化成区に比べ約1.5倍の花が咲いた。

研究分野： 教育社会学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
コンポストの施肥基準が確立できれば、教育現場での栽培活動や緑化活動で積極的に取り入れられ、学校全体で
コンポストを作り取り組むことができる。給食で生じた食品廃棄物の削減が可能となり、給食調理施設での３R
促進活動につなげることができる。
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１．研究の目的 
 

本研究では、学校給食に係る食品廃棄物の減少と学校全体での３R 促進活動への取り組みを
可能にするために、市販の肥料の生育と匹敵するようなコンポスト肥料の施肥基準を確立する
ことを目的とする。 
 
２．研究成果 
 
（１）方法 

コンポストの短期（4 月～8 月 5 か月間）の製造方法確立しており、残飯の投入量は５L の
基材に対し、1 週間に 400g、600g、800g の３処理区のコンポストを製造した。40 日間製造後
に、シードパック法を行い、ＣＮ比の分析も行った。その後おおよその最適施肥量を判断し、
コンポスト肥料の投入量を、コンポスト１に対して倍土５の１：５区、コンポスト１に対して
倍土２の１：２区、コンポスト１に対して倍土１の１：１区とし、対照区として無施肥区と化
成（化成肥料標準）区を設け、ラディッシュ（野菜）とマリーゴールド（花）の栽培を行った。
週１回の生育調査（草丈、SPAD 値）と収量、花数などを調査した。 
 
（２）結果 

ラディッシュにおいては、播種後、2 週間
までは化成区の生育が良く、草丈ともに一番
大きかったが、3 週間目で肥料切れの状態と
なり、生育の増加がみられなかった。また、
コンポスト区については肥料切れすること
はなかった。収穫量については、残飯投入量
は 400ｇ＞600g＞800ｇの順に、肥料投入量
は 1:5＞1:2＞1:1 の順に高い値を示した。特
に、週 400g1:5 のコンポスト区は 3 週間目か
らの生育が著しく高く、収量が化成区に比べ
5 倍ほど大きかった。 
 マリーゴールドにおいては、草
丈は化成区とコンポスト区には
違いが少なかったが、花数には明
らかな違いがあり、コンポスト
400g1:5 区、600g1:5 区、600g1:2
区は化成区に比べ約 1.5 倍の花が
咲いた。また、コンポスト 1:1 区
はいずれも化成区に比べ花数が
少ない傾向がみられた。 

図 2.ラディッシュ収穫量 
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